第　48回　施設処遇検討会議　議事録　Ｈ22.4.12

13:30～15:00

青山荘交流室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出席者：長谷部S.G.M・須々田珠実・木村春子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馬渕豊子・小笠原嘉紀・竹内一貴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三浦とし子・小坂和子・上平ユリ子

(欠席者：千葉C.E.O・秋山S.G.M・兵藤拓明・末政絵美・福士一）

記　録：馬渕　豊子

議題

１：中居　松男様（青明舎利用者様）の処遇について

２：高島　吉太郎様（青風荘入所者様）の処遇について

３：松村　勉様（青山荘利用者様）の処遇について

１：中居　松男様（青明舎利用者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　　合併症　なし

＜問題点＞・

①　症状変化への対応
介入方法⇒

・ 表情や言動、行動に常に着目し病状変化への対応を早急に行う。

・関係機関との情報共有を密に行い、本人の症状変化を察知する。

②　身体症状の観察

介入方法⇒

・歩行状態の観察を行い、適宜他科受診を促し、必要に応じて同行支援を実施する。

・身体症状で変化が生じた場合には、担当医に相談の上、他科受診を行っていく。

3 生活状況の見守り

介入方法⇒

・定期訪問を実施し、生活場面から本人の問題を把握し、対応する。

・身体状況の悪化、加齢による能力の低下を防ぐ為、現行の生活能力を活用して生活して頂く。

・関係機関との情報共有を行い生活面での変化を把握する。

・現行の生活支援プランで対応できなくなった場合には、ケア会議を実施し、社会資源の活用等　　

プランの変更を行う。

＜評価＞

・2/4～3/30まで５回目の入院となるが、退院後も地域生活を送りADLの低下を極力防ぐよう日中は青陽館、夕食と服薬管理は青山荘、土日は訪問し青明舎とで各機関連携を行う。

・自室の掃除、整理、食事の準備はヘルパー導入も視野に入れて介護保険の検討も進める。

２：（高島　吉太郎様の処遇について）

　　病名：統合失調症　　　　　合併症：なし

＜問題点＞

①　身体、生活レベルの低下が見られる。⇒転倒しそうになる。・尿、便失禁が見られる。

介入方法⇒

・歩行時や体勢を変える時にフラツキが強い為、移動時は声掛けや見守り、時には手を添える等の介助をする。

・身の回りの日課については介入を要する事が多くなってきているが、自身でできることはできる限り、自力で行って頂き、その際はそばで見守り援助する。又、定期的に本人と一緒に点検や整理をしていく。

・夜間トイレに起きた際の失禁予防として、部屋でポータブルトイレを使用してもらっているが、、今後も継続していく。

・健康ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑにて本人のレベルにあった予防体操継続していく。

・尿もれ対策の下着、就寝時はおねしょパットを使用する。（21時以降の水分摂取は控えてもらう）

・失禁してもそのままでいるときがある為、毎日確認し、更衣等促す。

・声掛けで22時までに就寝する事が出来ているが、夜間や早朝に覚醒している時がある為、今後も継続し、21時半に就床の声掛けを継続し一定の睡眠時間を確保していく。（就寝2時間後位にトイレ誘導をする）

・日中活動（デイナイトケア）時は怪我、事故等に繋がらないよう見守りする。（デイナイトスタッフと連携）
②　時間の感覚が分からなくなる。血圧が高値である。（降圧剤を服用している）
介入方法⇒
・入浴の際は本人の体調を確認し、入浴中の様子を観察する。

・浴槽に入る時は半身浴にするよう説明し、長時間にならないよう声掛けや見守りをする。

・必要以上に調味料を使用する為、控えなければならない事をその都度説明していく。

・血圧測定を毎日行い、高値が続く場合は主治医に報告し降圧剤の調整を行っていく。
＜評価＞

・年齢、ADL、現在の身体機能から見ても、次期の移行先の選定が必要と思われる。

・平成24年度以降、新体系移行の状況によっては次の移行先のことについて家族にも相談を

行う。

３：松村　勉様　（青山荘入所者様）の処遇について
病名：統合失調症　　　　　　　　合併症：腰痛症

＜問題点＞

1 対人関係

介入方法⇒

・自己判断で行動化することがある為、不明な点は行動に移す前に必ず職員に相談、確認するよう伝える。

・他者とのコミニュケーションのとりかたについて入所後の行動を振り返り、適切な方法を話しあう。

・集団生活の中で規則を守る事が安定した施設生活の為に必要である事を繰り返し説明する。

2 健康管理（間食量）

・体重増加や運動の必要性についても本人も自覚しており、毎日の散歩を継続できている。その事を評価して、今後もできるよう係わっていく。

・散歩以外でも本人が興味を持って取り組めるものを引き出し、情報を提供していく。

＜評価＞
・日中活動の場面として、デイケア利用の件で話すも、以前に湊病院のデイケア利用したが良いイメージがないからとの事。対人交流を円滑にするため利用を検討する。

・青山荘内で他者に手伝う事もありその事で過干渉になりがちでそのため職員の介入がある。

　対人交流の方法や必要場面を体験していく。

・他者に飴や菓子、飲物を分ける事が頻回で必要以上の事はいらないことを指導する。

又、お菓子が好きだという事もあり、間食も多々みられ買物もされている為、健康管理の為にも　

散歩等で体も動かすが、間食量にも着目し、加減を促す。







